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１２！  

日本で臨床心理の第一人者といえば故・河合隼雄先生ですが、その河合先生が学長を務めていた京都大学は、

こころの問題についての研究が盛ん。臨床、比較文化、宗教、脳科学に至るまで、「幸福」をテーマに語っています。

大学の研究って、「このテーマならこの学部」と決まってるわけじゃない！のが分かります。さぁあなたの研究は？ 

こころの未来研究センター発行の学術広報誌「こころの未来」第 18号より（インターネットで検索・閲覧可） 

 

こころ・幸福・未来 座談会 

出席者： 河合俊雄（京都大学こころの未来研究センター教授） 

広井良典（京都大学教授、司会） 

内田由紀子（京都大学准教授） 

阿部修士（京都大学特定准教授） 

熊谷誠慈（京都大学上廣倫理財団寄付研究部門特定准教授） 

 

個の幸福と全体の幸福のバランス 

内田由紀子 私は長く「幸福」の研究をしています。 

私は文化心理学者なので、幸福そのものの研究というより、

比較文化研究をする上で、幸福は非常におもしろいキーワード

の 1 つだと思って、大学院生のころから研究をしてきました。 

 幸福というのは、どの文化、どの社

会にいる人たちも求める、非常に重

要な感情、あるいは人生に対する評

価として捉えられますが、一方で、幸

福が非常に一律的に定義されてきて

いるのではないかと思います。 

 たとえば、特に北米とかヨーロッパ

を主流とする経済学や心理学の流れの中で、幸福というのは

基本的にポジティブな感情であって、それをどのように増やして

いくべきか、幸福を増やすために個人がどのように努力をするか、

社会は努力する個人の自由をどのように担保するかという、ある

種、西洋的な契約論に基づく捉え方をしてきたのではないかと

思います。 

 これに対して、日本の幸福は、幸せ過ぎると逆によくないので

はないかとか 1 人だけ幸せになることが本当に社会全体に

とってよいことか？といった問いかけが、幸福の定義の中

に含まれている。もちろん、自分の幸福が社会にどう影響する

か、個の幸福と全体の幸福のバランスをどう考えるかというのは、

どのような社会においても 1つの重要なテーマだと思います。 

 たとえば、自分が楽をしてゴミを捨てたい。それは自分にとっ

てはある種その場では快楽につながる。けれども、みんながそう

いう行為をすれば、町全体にゴミが増えてしまう。結果として自

分の環境も悪くなってしまう。こうした「共貧」に陥るのを防ぐため

にどうすればいいかといったことが社会科学の大きなテーマとし

てあります。もしかしたら自分の幸福が、全体に対してネガティブ

な影響となって、それがいずれ自分に返ってくるのではないかと

考える。 

 日本の社会は、特に他者との協調性や運命共同体性が強

いため、こうした社会とのバランスにまつわる問題が多分に含ま

れて幸福が定義されていると思います。 

 それから、幸せ過ぎることに対するある種のブレーキがあ

ります。人生全体としてトータルのバランスのようなものを考える

志向性がありますね。ラッキーなことが続くと怖くなったり、あるい

は不幸のどん底でも、逆に、これは何かの契機であるとポジティ

ブに考えようとしたりする。こうした人生観が幸福感にも影響して

いる。だから、完璧に幸せであるより、70点ぐらいが理想と答える

ような傾向があります。 

熊谷誠慈 私自身は仏教学が専門で、インド、チベット、ブ

ータンあたりの仏教と、ヒマラヤの土着宗教のボン教の哲学に

ついて研究してきました。 

幸福を研究するプロジェクトをやることになり、非常に困ったの

は、仏教では「幸福」という概念について、あまり直接的に議論

されないということです。仏教においては、常にその対立概念で

ある「不幸」に焦点が当てられています。 

 仏教では、人間というか、生き物はすべて苦悩を抱えていると

いう前提から出発して、その苦悩をどうやって除去していくかが

重要となります。ですから、快楽をどう増やしていくかということで

はなくて、不快や苦しみをどう除去していくかという方向に

進んでいくのが仏教なのです。 

 先ほど、個と集団という話がでていましたが、個については同

じですね。私自身の不幸をどう除去していくか、幸せをどう増や

していくかということです。集団となったときに、人間だけでなくて、

神とか動物とかを含む「六道」も入ってくる。いわば自然全体の

幸福をどう高めていくかというところが、仏教的な幸福ということ

になります。 （ブータンの子どもたち→ 

 もう 1つ重要なのが時間軸です。

幸福といった場合、一般的には生ま

れてから死ぬときまでを考えますが、

仏教には輪廻という概念があります

ので、この一生の幸せだけではよろし

くない。来世はどう幸せになってい

くかということも考えながら現世の幸福論を語っていくことが重

要になってきます。 



幸福という概念と脳の研究 

阿部修士 私は認知神経科学が専門なので脳の研究をして

いるのですが、正直言いますと、幸福という概念と脳の研究はな

かなか結びつきにくい。それは当然と言えば当然で、幸福はか

なり長いタイム・スケールのものを含んでいて、そちらのほうがメイ

ンだと思うのですが、われわれがやっているような脳の実験は、

瞬間瞬間の脳の活動を捉えてやるのが一般的です。 

 脳の研究だと、たとえば快の感情、情動というものがあったり、

あるいは報酬系の情報処理ということであったり、一瞬の快楽

の研究が多いんです。幸福度が高い人のほうが健康だという

知見は古典的にあります。ところが、脳の健康に着目しようかと

なったとき、いま、脳の研究でどういう状態が健康かというのがあ

まりよくわかっていないのです。 

 これはけっこう大きな問題で、たとえば、血圧や BMI だったら、

このへんの値なら健康ってありますよね。でも、脳はまったくない

んです。たくさんのデータ・ベースを使って模索することは必要だ

と思っているのですけれど、なかなかむずかしい。 

 結局、私たちが何を幸福と感じるかという主観的な感覚は脳

が規定しているので、幸福は脳がコントロールできる範囲で

しか基本的にはあり得ないわけです。私たちは幸福であるた

めには、どういう規範を考えなければいけないかとか、あるいはみ

んなが平等であるためにはどうすればいいかということを考えるとき

にも、人間は基本的に不平等が嫌だと本能的に感じるという神

経科学の知見を組み込める。 

つまり、人文社会のほうで幸福を論じるときに、サポートに

なるかなという思いがあります。 

 

幸福を積み重ねとして捉えない日本人 

河合俊雄 私の専門は臨床心理学で、心理療法では不幸

にかかわることが多く、「幸福」はどれだけ自分の分野で大

事なのかなと疑問に思います。 

 日本人の概念としてあるのが、「厄」という考え方です。うちの

親が家を建てたころ、母親から散々聞かされたのは、何々さん

は家を建てたときに脚を骨折した、何々さんは病気になったって、

何か呪いを聞いているみたいでした。「厄」を避けるために「厄払

い」が必要になるということで、右肩上がりという発想って本来

日本にはない。バランスというか、いいことがあったら悪いことがあ

る、悪いことがあったらいいことがある。増えていくという発想はな

いのではないかなと思います。 

 もう 1つ幸福について考えさせられたのは震災です。阪神・淡

路大震災のとき、自分自身が被災して、次に東日本大震災の

とき、こころのケア活動をやって思ったんだけど、日本人は幸福

を積み重ねとして捉えていない。「無常」と言われるように、

何もないところをベースにして生きているんじゃないか。だから、全

部なくしても、けっこうみんな強い。こころの豊かさなるものを研究

することになって、豊かさって何だろうと考えていくとき、心理療法

をやっていて思ったのは、けっこうマイナスがプラスに転じると

いうことです。わかりやすい話は、たとえば、子どもが不登校にな

ったことをきっかけとして夫婦の関係が改善するとか、マイナスか

ら豊かなことが起こる。それは、旧来の「結局、プラス・マイナス

はゼロですよ」というのとはちょっと違う。「何かいいことがあったら

悪いことがあるね」じゃなくて、不幸というのは自分にとっては

異物なんだけれども、異物が自分の中にちゃんと入ると豊

かになるはず。そういうモデルを考えながら、幸福ってもう少し

ダイナミックに、弁証法的に見ていくとおもしろいんじゃないかなと

思って、研究を始めているところです。 

（中略） 

河合 たとえば、お隣の韓国がそうだ

けれども、日本企業を全部潰すぐらい、

電機産業、自動車産業が伸びた。で

も、国民生活は全然よくなっていない。

そういうギャップを見ていると、個人的に

はバカバカしいということになっちゃうと思

う。        河合俊雄教授→ 

広井 いまの日本の若い世代を含めた評価の話がさっきから

出ています。確かに、草食系とか、そんなに物欲がないというの

は、もしかしたら、限界設定として、限りない拡大成長を目指す

よりは望ましい姿なのかとも思うんですが、閉塞感とか排他的な

意識などが強まっていく面もあって、現状が望ましいとは必ずし

も言えないところがある。 

広井 社会貢献意識が高い学生とか、積極的に関係を開い

ていくような志向を持った学生の層もいるかと思うと、狭い世界

に閉じこもる学生もいる。最近、また「空気」という言葉がよく使

われますが、日本社会は小さい集団の空気にいかに同調す

るかが強い。そういう意味では、日本社会にとっての課題は、

集団を超える原理というか、仏教とか、お天道様であったり、

江戸時代ぐらいまでは、神道・仏教・儒教で日本人はそれなり

にバランスを保っていた面もあったと思うんです。けれども、明治

以降、国家神道になり、戦争に負けて、戦後は経済成長一辺

倒で、それもままならなくなって、それに代わる拠り所をどうやっ

てつくっていくかという話だと思います。 

（続きは webで☆） 

このほかにもたくさんの論文が載っていますが、たとえば 

「人工知能は人を幸福にするか」 矢野和男  とか、 

「農業・漁業コミュニティにおける社会関係資本」内田由紀子

とか、 

「子とも゙の発達障害への心理療法的アフロ゚ーチ」 河合俊雄

とか、他分野に渡っています。 

このインターネット全盛の時代、大学の研究なんて知らな

い！なんて言ってられません。大学はゴールではなくて通過点。

自分のやりたいこと、課題を見つけたらそれを解決できる大学

や研究分野を探しましょう。ひとつの課題解決に、多くのア

プローチがあることに気づけたら進路研究ももっと深まるかも

しれません。興味を持ったら容易に調べられる良い時代です。 


